
平成21年7月24日

中国電力株式会社

島根原子力発電所の耐震安全性評価に係る地震動評価を
行う際の応力降下量の取扱いについて

  島根原子力発電所の耐震安全性評価に当たっては，「新潟県中越沖地震の震源特性※1として，短周期レベル ※2が同規模の地震の

平均的なものよりおよそ1.5倍程度大きかった」ことを踏まえ，宍道断層から放出される地震波の短周期レベルと比例関係にあるとされ

る応力降下量※3を1.5倍とした地震動評価を行い，昨年12月，基準地震動（Ss-2）を策定しました。宍道断層等から想定される基準地震

動（Ss-1およびSs-2）の策定結果および基準地震動による主要8施設の耐震安全性評価については，原子力安全・保安院から妥当と評

価されました。

（平成20年12月26日お知らせ済み[PDF:111KB] ）

  その後，応力降下量の取扱いについては，本年4月23日に開催された原子力安全委員会 地震動解析技術等作業会合において，「評

価の仕方によっては，基本震源モデル※4に対して応力降下量を大きくした割合と短周期レベルが大きくなる割合が異なる場合がある」

ことが確認され，原子力安全・保安院から「耐震バックチェックにおいて地震動評価を行う際の応力降下量の取扱いについて」（平成21年

4月24日付）により，応力降下量の取扱いについて改めて精査するよう指示がありました。

  精査の結果，耐震安全性評価に万全を期する観点から，当社が評価に用いていた手法（B法）※5に比べ，短周期レベルを保守的に評

価できる手法(A法）※6により地震動を評価することとし，新たに基準地震動（Ss-2A）を策定して，島根原子力発電所1，2号機の主要8施

設について，安全機能が保持されることを改めて確認・評価しました。

  新たな基準地震動（Ss-2A）については，昨日（7月23日）開催された，原子力安全・保安院の耐震・構造設計小委員会 地震・津波，地

質・地盤合同ワーキンググループCサブグループ会合においても，了承されました。

  今後は，主要8施設以外の安全上重要な機能を有する施設についても，基準地震動Ss-2Aを，新たに基準地震動Ss-2として耐震安全

性評価を実施することとし，島根原子力発電所の耐震安全性評価の最終報告書の提出は，1，2号機については平成22年度上期，3号機

については平成22年度下期となる見込みです。

  島根原子力発電所においては，今後も，耐震裕度向上工事を計画的かつ確実に実施し，耐震安全性をより一層高め，皆さまにご安心

いただける発電所となるよう取り組んでまいります。

※1  震源特性 ：震源となる断層が活動して地震を発生する際のその震源断層の特性。

※2  短周期レベル ：震源から放出された地震波の加速度スペクトルの短周期領域での平坦な部分で，短周期領域における地震動の

強さに関係している値（レベル）。

※3  応力降下量 ：断層のずれ破壊により，蓄えられていた歪エネルギーが解放されることで，降下する応力の大きさを表す物理

量。

※4  基本震源モデル：特定の震源による地震動の評価を行う際の基本ケースとなる震源モデル。

※5  B法 ：基本モデルに対して1.5倍の小地震の応力降下量を入力データとして，小地震の地震動波形を計算して作成し重

ね合わせる手法。

※6  A法 ：基本モデルに対して短周期レベルが1.5倍となるように作成した小地震の地震動波形を入力として重ね合わせる

手法。

以上
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基準地震動Ｓｓ－２Ａによる評価結果の概要 

 
１．地震動評価結果 

原子力安全・保安院からの指示に基づき評価した，宍道断層の短周期レベルが 1.5倍

となる断層モデルに基づく地震動（Ss-2A）の応答スペクトルは，当初設定したSs-2Bが

Ss-1を上回っている周期帯でさらにそれを上回っていることから，これを新たに基準地

震動Ss-2とする。 

＊ 本添付資料中，A法により評価したこの地震動をSs-2Aと記載する。また，当初設 

 定したB法により評価した基準地震動Ss-2をSs-2Bと記載する。 

 
応答スペクトル 

 

 宍道断層の短周期レベルを 1.5倍とした断層モデルに基づく地震動のフーリエスペ

クトル※が，基本ケースに対して周期 0.5～0.6程度以下の短周期領域で 1.5倍となって

いることを確認した。 

※ 地震波をさまざまな周期の振動の集まりととらえ，周期ごとの地震波の強さに分

解し表したものをフーリエスペクトルと言う。 

 

フーリエスペクトル比（Ss-2AH／基本ケース） 
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２．島根１号機の耐震安全性評価結果 
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３．島根２号機の耐震安全性評価結果 
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